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１． まえがき 

近距離レーダに対し 60,76,79GHz 帯等の離隔した複数の

周波数帯域が用いられている．また 79GHz 帯は 4GHz の広

帯域が割り当てられている．このような背景のもと，筆者

らは周波数帯域の有効活用に向けて、狭受信機帯域幅にて

受信機雑音を抑えて遠距離性を確保するとともに高分解能

が得られる多周波ステップ CPC 方式を離隔した複数の帯

域に使用し，それぞれの帯域における出力をコヒーレント

に合成する離隔周波数合成処理アルゴリズムを提案してき

た．また，探知距離のさらなる延伸に向けて，受信機帯域

幅をさらに狭め，その際に課題となる速度視野低下を回避

する離隔多周波ランダムステップ CPC 方式を提案し，シ

ミュレーションにより近接 2 目標が総帯域幅による分解能

を上回る分解能で分離できることを示した[1]．今回，本方

式について目標間距離および SNR に対する 目標分離特性

をシミュレーション統計評価したので報告する．  

2 ．超広帯域多周波ステップ CPC方式 

筆者らが提案する超広帯域多周波ステップ CPC 方式は，

図 1 に示すように 1 帯域分の多周波ステップ CPC を，複数

の帯域について並列同時動作させ，各帯域での相補加算後

の信号を離隔周波数信号として離隔周波数合成処理を行う．

この時，各帯域の多周波ステップ CPC 間ではコヒーレン

シーは確保されている必要はない．離隔周波数合成におい

ては，複数目標からの受信信号から 1 目標ずつ信号を分離

しながら各目標の各帯域間複素振幅と距離をイテレーショ

ン推定しながらコヒーレントに合成していく[1]． 

 
図 1. 超広帯域多周波ステップ CPC 方式の信号処理 
また，探知距離のさらなる延伸に向けて受信機帯域幅を

さらに狭めた際に課題となる速度視野低下を，周波数ステ

ップをランダム化した離隔多周波ランダムステップ CPC

方式によりを回避し速度視野±約 500km/hr を確保する． 

3．目標分離性能の評価 

速度視野低下を回避可能な離隔多周波ランダムステップ

CPC の出力に対して，本離隔周波数合成処理を適用したシ

ミュレーションを行った．離隔帯域の中心周波数は，

79.23GHz，79.73GHz，80.23GHz，80.73GHz，81.23GHz，
81.73GHz，82.23GHz，82.73GHz の 8 帯域，各帯域幅は

430MHz とし，周波数ステップ数はそれぞれ 32，周波数ス

テップ間隔は 13.44MHz で受信帯域幅は 21.5MHz とした．

目標は距離約 20m に配置した 2 目標とし，移動速度は

100km/h とした．シミュレーションは，目標振幅位相と帯

域間位相をランダムに変化させながら 50 回試行し統計評

価を行った．図 2 に目標間距離を 2cm～8cm，図 1 におけ

る相補信号加算後 SNR を 20dB～50dB に変化させた場合の

2 目標の推定距離の標準偏差σを示す．σは SNR に反比例

して下がる．SNR30dB においては，目標間隔 4cm でσが

約 0.6cm，目標間隔 2cm でσが約 1cm の精度で距離推定が

され，8 帯域による総帯域幅 3.44GHz の分解能 4.4cm を上

回る分解能が得られていることを示す． 

 
図 2. 2 目標分離のシミュレーション統計評価 

4．むすび 

筆者らが提案する速度視野対策をした離隔多周波ランダ

ムステップ CPC 方式による 8 帯域の信号を離隔周波数合成

処理を行い目標推定距離の統計評価を行った．SNR および

目標間隔による標準偏差の変化を調査し提案する超広帯域

多周波ステップ CPC 方式の目標分離性能を示した．  
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